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凡例




これは「歌舞伎襍記」（昭和二十一年九月二十五日　光文社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








傳統藝術としての歌舞伎




一




　日本の傳統藝術としての歌舞伎——これは相當に大きな題目である。が、ここでは、思ひ浮ぶがままに、其の生成過程とか特異性などについて、少しく書きつけて見よう。




　歌舞伎は、言ふまでもなく、江戶時代文化の產物である。人形淨瑠璃劇と相並んで、江戶時代に生成された舞臺藝術である。けれどもそれは、歌舞伎として全然新規に發生したものではなかつた。歌舞伎は、少なくも一千二百年以上も前、いな日本民俗と共に發生し發達し來つたところの舞臺藝術史中の一過程なのである。背景となつた時代文化乃至は文化擔任者の所在によつて、その時々の舞臺藝術は樣相を異にしてゐる。

　一とつながりの舞臺藝術史中の代表者を求めれば、大宮人によつて文化の構成されてゐた平安朝の舞ぶ樂がく、武家によつての鎌倉室町の（能狂言を含む）能樂、平民によつての江戶時代の人形淨瑠璃と歌舞伎といふことになる。日本の四大舞臺藝術がそれであり、三大國劇とは後の三者を指して呼ぶ。さうして結局は、四大舞臺藝術中、最もおくれて完成され固定された歌舞伎にあつては、それら總和の樣相と性格とを具現した形ちになつてゐる。而して、それが庶民を基調とした近世文化によつて化育されたところに、おのづから別趣の傳統を形成したのであつた。

　俳句と歌舞伎とは、さまざまの觀點から立ちはなれたものであるが、俳句が短歌形式の近世的發達であるといふ點においては、全く揆を一にしてゐるものがあると信ぜられる。私には不案内な方面ではあるが、平安朝の和歌は中世期に入って連歌を生んだ。その連歌は近世たる江戶時代に入つて俳句を生んだ。俳句そのものは獨立した傳統の上に立つにせよ、和歌の俳諧化の結局たることに相違はない。そこが實によく歌舞伎の史的位相と酷似してゐるのである。

　平安期の舞樂は、ある小さな過渡時代を持ちはしたが、中世の田樂や猿樂の能卽ち能樂の母胎となつた。また歌舞伎と人形淨瑠璃とは、その發芽期にあつてこそ別であつたにしても、これを藝術形態化してくれたのは、能樂であつたのである。これらの說明もある程度まで必要であるとは思ふが省略に從ふ。つまり、日本舞臺藝術の近世的發達乃至俳諧化されたもの、卽ち歌舞伎といふ結論に到達しなければ止まないのである。

　同じ樹木にしても、接木した場合、枯れ朽ちてひこばヘが成長した場合と同じである。俳句も短詩形式の近世的發達であり、歌舞伎も舞樂や能樂と血族關係を有するが、近世的發達を遂げて集成され、獨得の面貌を持つことになつたのである。日本の皇統が連綿たるが如くに、あらゆる文化現象も亦連綿としてゐる。しかも三百年四百年の特殊文化によつて、それぞれに應じた特殊な傳統藝術となつたのであつた。歌舞伎は、慶長の初年、出雲の阿國の念佛踊りに發してゐると、簡單に片づけてはしまへないのである。




二




　歌舞伎の完成された姿といふか、或ひは、今日私どもの通念に浮び上る歌舞伎は、果していつの頃から固定されたのであったらうか。

　此の問題には解釋次第で、さまざまの說が立てられぬこともない。けれども、私としてはだいたい寬政以後文化文政期に煮て固まつたものと言ひたいのである。さうして、多分この見方は、比較的異議少なきものではなからうかと思つてゐる。何にしても三百年になんなんとする傳統といふか發達の歷史を持つてゐるのであるから、元祿前後、寶曆前後、化政期といふ風の、その中でも際立つた時代なり文化なりの變動に對應して、變化し更生してゐることは言ふまでもない。が寬政から化政に至る其の以前までは、少なくとも、今日の歌舞伎のやうなものに固まつてはゐなかつたのである。で、さういふ段取を大づかみに說明して見よう。

　慶長の阿國歌舞伎・女歌舞伎から承應の若衆歌舞伎禁止にに至る六十年間は、いはば星雲時代であつた。民俗舞踊と能樂・能狂言の模倣、それこそ單なる俳諧化（滑稽化また通俗化）、やつしにとどまつてゐる。元祿歌舞伎に至つては、第一段階の完成を見て、ともかくも科白劇と舞踊とが近世化されて、歌舞伎といふものの樣相に規準を賦與した。ところが姉妹藝術として、やはり一つの傳統を形成せんとしてゐた人形淨瑠璃劇は、享保から寶曆にかけてすばらしい發展を見せた。元來、歌舞伎と人形淨瑠璃とは、姉妹どころか雙生兒とも言つてよいくらゐに深い因緣のもとにおかれてゐた。故伊原靑々園氏は、此の二つは「輪違ひ」見たいであると、巧みな譬喩をのこしてくれた。輪違ひは茶の湯の釜をかけたりおろしたりするための、あの輪違ひである。お互ひに交錯し、流通してゐるからである。併し、兩者の並行狀態を見ると、元祿頃には歌舞伎が一步前進してをり、享保から寶曆には、人形に三步ぐらゐは追ひ越されてゐた。さうして、人形芝居は發展し盡すだけ發展して、飽和點に達した。『假名手本忠臣藏』『菅原傳授手習鑑』『義經千本櫻』といふ、日本戲曲の三大傑作が相次いで生產されたのも、この期間のことであつた。

　ついでながら、これらの作は、一竹田出雲一並木宗輔が書いたといふやうな作品ではなかつた。むしろ時代が作者をして書かせたので、時の國民の祐筆代筆者となつたに過ぎなかつた。それは、いつの時代の傑作にしても同じことが言はれるわけであるが、享保の吉宗將軍以後の儒敎精神の透徹せる新體制に卽した生活——國民生活と、それらの作品とは、まことにぴつたりしてゐる。しつかりした國民生活であつてこそ、しつかりとした國民演劇が現はれるのだと、ほんとうに思はせられるのは、此の頃の作品について明證されることである。

　斯くして、飽和狀態に達した人形淨瑠璃劇は、頹廢崩壞しはじめて、今日まで衰退の一途をたどつてゐるのである。而して人形淨瑠璃について言へば、今日私どもの通念として浮ぶものは、實に享保末から寶曆にかけての三十年間に、發達し盡して固定した樣相に外ならぬのである。

　此の飽和狀態に達した人形劇のあらゆる要素や演出形式を、次期の歌舞伎がそつくりと貰ひうけてしまつたのである。つまり、鬼に金棒といふことになつたのが、寬政以後化政度歌舞伎の示した樣相であつた。さうして、その内容も複雜を極めた。歌舞伎の史劇的乃至時代狂言の系統は、淨瑠璃戲曲において完成したものを、すつかり我が物にしてしまつた。またそつくり吸收したものに義太夫狂言といふ準樂劇の歌舞伎劇が確立された。現代劇乃至世話狂言の系統は、同じく淨瑠璃にもあつたが、歌舞伎劇壇の中心が一般文化と共に、江戶に東漸してから顯著になり、櫻田治助・並木五瓶・鶴屋南北と經過して、寬政の『三日月おせん』、文政の『東海道四谷怪談』に至つて絶頂に達した。これは徹底的現代劇卽ち生き世ぜ話わ狂きやう言げんと呼ばれた。幕末の如皐・默阿彌に至つては、この系統は更に洗練され、音樂的演出が加重されたのであつた。

　舞踊劇は豐後系の淨瑠璃たる常磐津、富本を經て、文化に淸元の出現を見て、淨瑠璃の近世化、江戶民性化が大成され、日本の舞踊劇が大成された。能樂の近世化俳諧化といつてもよいであらう。

　何にしろ、時代狂言・義太夫狂言・世話狂言・生世話狂言・時代世話ともいふべき御家狂言、それに舞踊劇、小品詩ともいふべき變へん化げ舞踊といふやうに、歌舞伎の持てる多種多彩、複雜多岐といふものは、この寬政前後の三四十年間に兼備されたのであつた。さうして、同時に歌舞伎も飽和點に達してしまつた。卽ち、爾來固定した擧句、分解の途上にたち、今日に及ぶと言つてもあやまりではないと思ふ。

　要するに、歌舞伎の動かざる傳統を、ほんとうに築き上げたのは寬政以後であると言ふのは、この故である。

　いつたい、「傳統藝術」といふ言葉には十分吟味すべきものがある。精確な定義をと言つたら、七面倒くさくもなるであらう。

　能樂も人形淨瑠璃も歌舞伎も——所謂三大國劇は——傳統舞臺藝術であるには相違ないが、ピタリと固定してしまつて、少しもあがきのとれない、新しい努力の發揮され甲斐のないやうなものではない。興行組織の上や演出の上や音樂上などには、嚴重な傳統と約束とが尊重されてゐたが、その一面には、新演出もあり、新解釋も行はれてゐた。そこに不斷の生命力が潜んでゐる。

　徒らに、何百年か續いたからと言つて、傳統藝術だ、國民的文化財だとなるわけはない。歌舞伎の如く、相當長期にわたつて、吾々の祖先の絕大なる支持を得、憧憬の的となり、血肉も同樣な生活文化の一部門であつた閱歷の保持者は、傳統藝術として充分の資格があるであらう。さうして、それだけの資格のある場合には、永く新らしい生命を抱懷するわけでもある。




三




　以上は、日本藝能史ぜんたいの上から見ての歌舞伎の傳統であるが、更に歌舞伎じたいの中における傳統的なものについて、二三の著しき事例を擧げてみよう。




　古典といへば單なる文化遺産であり、傳統といへば古くからの覊絆で、現代生活を束縛するものといふやうな、一と頃の考へ方は、太平洋戰以來きれいに拂拭された。而して、國家意識乃至は國民意識の旺盛な目ざめによつて、古典と傳統との中に、新らしき認識と價値とを仰ぎ求め、これによつて現代の國民生活を基礎づけ、明日の建設に資益しようといふことになつたのは、まことに結構なことである。

　明治以降、ごく最近までの數十年間は、歐米の思潮文化の奔注によつて、一つの反動時代を形ちづくつてゐたものと見なされるであらうが、しかし、これも決して無駄ではなかつた。この反動的な過渡時代を經過し體驗したればこそ、古典と傳統の有難味は、一層深く、わが家へ歸つたやうに、しみじみと感じられるわけである。

　事新しく言ふまでもないが、古典といつても、現代と沒交涉な存在ではない。現代にその生命を光被しないやうな存在であるならば、それは古典として尊敬される價値のないものであらう。古き時代の文化現象にして、現代にまで生命なり威力なりを及ぼし、現代を正しき道に呼び生け、引き戾してくれる作用を發揮するものでなければならない。文學美術音樂演劇等においても、古典の持つ意義はそこにある。歌舞伎に見られる各種の傳統も、亦そこに基礎をおいてゐるのである。

　藝道への精進、古典を踏んまへての逞しき藝道精神、傳統を尊重しての藝道精神といふものは、日本の各種文化事象に見られるものであるが、藝能におけるそれも、著しい一つであらう。

　上世に於ける雅樂、舞樂における樂人の家と藝統の世襲制、中世における能役者の家と藝能の世襲制、近世における歌舞伎の座元の世襲制や役者の家と藝統の世襲性等は藝能における傳統性を、何物よりも雄辯に說明してくれる。祕事と稱し、口く傳でんと稱し、一子相傳と稱して、もつたいをつけて、一つの笛の吹き方、舞の一とさしの傳授にも、誓紙や免狀を作つたり、おごそかな儀式を擧げたり、特別の傳授料を徴するといふやうな事柄も、その精神のあらはれ、傳統に對する敬意の表象と見れば、立派な意義と價値とが發見されるであらう。

　舞樂から能樂、能樂から歌舞伎と、時代の下るにつれて、妙に仰々しくなり、時としては、それが末梢的に又形式的に流れた傾きはあるが、根本の理念においては少しも異なるところはなかつたと言つてよいであらう。
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　惜しくも大正の震災に、燒亡してしまつたが、江戶劇壇の開祖と言はれる中村座には、將軍家から拜領した家重代の寶物があつた。


猿若の衣裳

金の麾さい

靑地金入り猿若の衣裳

紫裾濃猿若の衣裳

御簾の揚卷



　等の五品であつた。これらの家寶にはそれぞれ深い由緖があつた。中村座の元祖猿若勘三郎が、江戶において劇場開設の公認を得たのは寬永元年であるが、それから間もない寬永十年に、幕府の新造した大船安宅丸を伊豆から江戶ヘ廻航した際、猿若勘三郎が大音美聲であるといふので召されて、安宅丸の舳に立つて、艫拍子の音頭を取つた。その賞として、目錄に添へて、その時用ひた金の麾と陣羽織とを賜はつた。靑地金入りの衣裳は、慶安四年、千代田城に召されて『猿若』の狂言を上覽に供した時の御褒美であつた。その後京都に上り、御所に召されて『猿若』を高貴の御覽に入れた時に、羽織の紐を取り忘れて困つたのを、御簾の揚卷に用ひてあつた紐を拜借して踊つた。それをそのままに拜領したのであつた。

　歌舞伎關係者は、社會的地位が低く賤しめられてゐたので、殊にそれらの拜領品は、中村座の家寶たるのみならず、歌舞伎劇壇ぜんたいの名譽を表象する寶物として、大切に保存されてきた。さうして、適當の記念すべき機會には、これを觀衆に披露して傳統を誇り、同時に劇場關係者の自覺、奮起をも促がす役に立てたのであつた。寶物を誇示するだけとすれば、兒戱に類するものと言つてしまはれさうであるが、傳統保持の觀點からすれば、重大な意義を持つものと言はねばならない。

　その披露の一例を擧げる。文化元年四月には、中村座が創立以來百八十一年の記念興行を催したので、久方ぶりで家寶の展觀をした、その時の口上書きの中では、多年の御贔屓により座の存績するを感謝しつつ、記念品の披露について次のやうに述べてゐる。

（前略）尤も、右壽狂言中元祖勘三郎より我家に拜受仕罷在候左の品々、舞臺に於て御披露申上候（中略）右の品々は元祖勘三郎より由來有之今に於て我家に拜受仕罷在候、今般甲子壽百八十一年來狂言座相續仕候儀、誠に御贔屓厚き御惠の故と有難き仕合に奉存候間、右申上候品々古めかしき品には御座候へ共、壽狂言三日の間舞臺に於て御見物樣方へ御披露申上候、何卒御町中樣方仰せ合され御見物に御出の程偏に奉希候、（中略）尤も先年より、壽狂言の節は右傳來の品々の由來、口上を以て申上候儀は市川海老藏市川家是迄申上參り候吉例、當七代目市川團十郎舞臺に於て口上を以て申上候、未だ幼年の身分にて如何敷奉存候得共、是又江戶根生の團十郎にも御座候間御容赦被成下候やう偏へに奉希上候　以上。

　壽ことぶき狂きやう言げんといふのは、後にも述べるが、中村座の家の狂言たる『猿若』のことで、『猿若』の記念上演と寶物披露とは、いつも並行したのであつた。明治年代においても同樣に行はれた。

　さうして、その披露に關する舞臺での口上が、團十郎の家の役目になつてゐたこともおもしろい。市川團十郎の家は延寶、元祿以來なのであるが、元祖につづき二代の功績によつて次第に江戶劇壇に對して聲望をほしいままにするに至つて、時としては中村勘三郎の名をも壓するやうにさへなつた。そこで、役者の宗家の如くになつてゐる市川團十郎に寶物の說明役を依賴したのである。どこまでも江戶劇壇の至寶たるの權威を維持させるためであつた。團十郎が他座に出勤してゐる時でも、その口上にだけ出勤することは、不文律のやうに認められてゐたのであつた。

　この文化の時には、七代團十郎は僅か十四歳であつたが、この口上を述べるに、「如何敷儀」どころか、頗る流暢明達さを示したので、その將來は大いに囑望されたといふ。果せるかな、この團十郎は幕末を代表する集大成的な名優となつたのであつた。また寶物披露に際しては、捧持するものは覆面を用ひて、氣息のかからないやうにするなど、まことに鄭重であつた。これによつて一種の宣傅に利用したことは勿論であるが、同時に江戶歌舞伎の傳統の尊嚴さを誇示し、各自の責任感を深からしむる機緣にもしたことが確かで、一石二鳥の効果を狙つたものであることは疑ひない。
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　また、各劇場には『猿若』の如き「壽ことぶき家いへ狂きやう言げん」といふものがあり、「脇わき狂きやう言げん」といふものがあつて、これも記念すべき式日に復演された。このことも歌舞伎の古典と傳統性を物語る一つの證左である。

　いはゆる江戶三座について、家の狂言といへば、中村座の『猿若』と『新發意太鼓』、市村座の『海道下り』、森田座の『佛舍利』などがそれである。また脇狂言といふのは、顏見世興行といふ劇場にとつては最も重要な興行の時に、御祝儀として上演する慣例になつてゐるもので、中村座には『酒呑童子』『ほうろく聟』、市村座には『七福神』『竹生島』、森田座には『長者開き』、その他『壽大社』『那須與一馬揃へ』『老松』『壽二人猩々』といつたものがあつた。京阪の劇場にも『花盜人』『ほうろく割』『地藏祭』『川渡り』『寺子屋』『聟入』『米盜人』『萩大名』などといふものがあつた。

　これらの家狂言にせよ脇狂言にせよ、古典劇であるには相違ないが、初期歌舞伎時代の當り狂言であつた。題材も構成も、能狂言同樣、一幕だけの所謂放れ狂言であるから、元祿以後に至つて、これらの作が觀客から悅び迎ヘられるわけはないのであるが、傳統尊重の意味合から、儀式用として上演されたのであつた。さうして、これらの狂言には、いづれもそれぞれの由緖があつた。

『猿若』は前述の通り。市村座の『海道下り』は、承應元年に元祖市村竹之亟が江戶に下つた時、名優の右近源左衞門と共演して大評判を得たもの。『佛舍利』も、元祖森田勘彌が舞臺上で大成功を見た以來、代々相傳したものであつた。これらの狂言は江戶時代から、明治のごく初年十年ごろまでは、復演されてゐたのであるが、その後は、『猿若』のみが寶物と共に兩三度上演を見たのみであつた。結局、それだけ、江戶歌舞伎の江戶歌舞伎たる面影は薄らいでゐるものとも言へるであらう。また歌舞伎の傳統のある部分は、發展的解消を遂げて新時代への溶解、建設に進みつつあるの事實が認められるのである。
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　役者の世代が繼承され、同時に藝統までも繼承されたこと、これも確かに歌舞伎の傳統性の一つである。

　この行き方も、殆どわが國の藝能全部に通じた現象である。舞樂の樂家には、明らかに五十何代をかぞへるのがあり、能樂の家には三十代をかぞへるのがある。歌舞伎にも人形淨瑠璃にも世代の繼承はある。市村羽左衞門の十五代、片岡仁左衛門の十二代、市川團十郎の九代、尾上菊五郎の六代といつたやうに、連綿たるものがある。團十郎の家の如きは、九代まで、血統さへつながつてをるのである。かういふ例は、外國の藝能界にはまつたく見られない。

　藝系からいつても、世襲的なものが多かつた。樂家には代々笛の家、笙の家、篳篥の家、琵琶の家などと綿々として繼承され、藝術の尊嚴と傳統の保持精進とに努めたのであつた。

　團十郎の家には、元祖以來の荒あら事ごとといふ家の藝があつた。代々の團十郞は家の傳統たる荒事の硏究を怠らず、見事に二百餘年の傳統を保持した。殊に天保における、前記した七代團十郎は、市川家の家藝荒事を中心として、當り狂言十八番を選定して、市川家歌舞伎十八番なるものを制定した。古風な童話的な内容が大部分を占めてはゐるが、かういふ制定を敢行したことそのことが、旣に藝統の承繼と保護と保存とを企圖したものであつたと言つてよい。

　歌舞伎十八番のことは、今深く述べることは控へるが、勸進帳・助六・暫しばらく・矢の根・毛け拔ぬき・鳴なる神かみ・景淸・關くわん羽う・押おし戾もどし・嬲うはなり・七ツ面・象ざう引ひき・蛇じや柳やなぎ・鎌かま鬚ひげ・外うい郎ろう・不動・不破・解げ脫だつ等の十八種である。元祖團十郞から四代までに上演された當り狂言中から選んだものであつた。これらの古典劇中には、記錄のみ傳はつて脚本の傅存しないものもあつたが、七代目、九代目、また明治より大正昭和にかけて、市川家において復興し、目下は『蛇柳』のみをのこすだけとなつた。この歌舞伎十八番の制定されたのは天保三年のことであつたが、この古典劇を制定し、復演を企劃したことによつて、どれだけ當時の歌舞伎振興に寄與したか、また還元的の運動によつて、淸新の氣運を招致したか測り知られないのである。

　右の歌舞伎十八番は、その最も著しいものであるが、これに準じたものに、明治に入つて新歌舞伎十八番が生れ、尾上家に新古演劇十種が生れ、市川團藏の家に古劇八番、仁左衞門の家に片岡十二集、中村鴈治郎に玩辭樓十二曲、市川左團次に杏花十種などいふものが、同じ精神のもとに制定され、家藝の確立、擁護に努めた。尙ほこれらの外にも、御家の藝なるものが各俳優の家に相當にあつた。松本幸四郎と仁木彈正、澤村宗十郎と梅の由兵衞或ひは苅萱、尾上菊五郎と怪談狂言及び生き世ぜ話わ狂きやう言げんといつた、所謂御家藝なるものが相當にあつた。一方から見れば、妙に類型的ならしむる印像を與へぬでもないが、これによつて各世代世代が硏究を積み重ねて行くといふ結果にもなり、藝道の修鍊、發達に貢獻してゐることは疑ひないのである。

　また各々の家に卽した藝でなくとも、そこに型の傳承といふことが澤山にあつた。『假名手本忠臣藏』の定九郎の演出は、初代中村仲藏（俳名秀鶴）の創演したものであり、それが今日までも歌舞伎にも人形淨瑠璃にも踏襲されて、秀鶴の型によつて演出されてゐる。三世中村歌右衞門

（元祖梅玉）の演出になる『一の谷』の熊谷の型は、梅玉の型として尊重されてゐる。『寺子屋』の源藏の演出樣式にしても、これは誰れの型、誰れの型と傳統を受けついで、それを更に精鍊し、よりよき正しき演技にまで作り上げようといふ努力が試みられつつある。

　古典的なる演技の傅統として注目されてよいものは、歌舞伎のみならず、藝能全般にも通ずるところである。能樂にも、舞樂にも、所謂、型なるものの重要視される所には、傳統の觀念を伴なつてゐるのである。
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　右の如く、歌舞伎の世界にあつては、古典的戲曲と古典的演技との兩面にわたつて、傳統の尊重されたことは、世襲相傳等の事實にも見られる如く、甚だ根强いものがあつた。

　そればかりではなかつた。戱曲作者の式法や作劇の式法においても、亦劇場における年中行事の式法等においても、それぞれに傳統があつた。元より、時代により地方によつて、推移するところはあつたが、傳統精神に基づく統制と秩序とは、いつもよく保たれてゐたのであつた。
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